





















弁　 納　 才　 一
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訪 問 地：嘉定区石崗村
聞き取り対象者：永明（５５歳，１９５３年７月６日生まれ。文進氏の一人
息子。）
聞 き 手：弁納才一
個人史
１９６０年　　小学校入学。その頃の食糧難の記憶はほとんどない。
１９６６年　　小学校卒業。当時は，文革で世の中が混乱していたので中学
校には行かなかった。
１９７８年　　結婚（妻は嘉定鎮出身。２００８年現在，日系の眼鏡工場で働いて
いる）。
１９７９年　　長男の健が生まれる（一人っ子）。
２００８年現在，石崗村の店で料理を作っている。今日は休みだという。
個人の経歴については，あまり多くを語りたくないという様子だったので，
詳しくは聞かないことにした。
「出租房」
・部屋のドアの上の方に「出租房」と
いうプレートが貼り付けられてい
る（写真１を参照）。家の中の多く
の部屋を貸し出している。家賃収
入があるということになる。同じ
ように，村の中のほとんど全ての
家が多くの部屋を「出租房」として
し出している。
・同村の周辺には外資系企業や合弁
企業などをはじめとする工場が林
立しているので，外から働きに来
る者も多い。彼らが部屋代の安い
写真１．「出租房」
　華東農村訪問調査報告　　（弁納）
－４１５－
農家の部屋を借りて住み，工場に働きに行く。工場側からすると，労
働者のために宿舎などを準備する必要がないということになる。村民
委員会の指導によって，同村内のほとんど全ての家が多くの部屋を「出
租房」として貸し出している。２００８年３月に訪問した時に，蘇北から来
た若者が住み込みで働いていたと言っていたのも，この近くの工場で
働いていたということであろう。今回は，日曜日で工場が休みなので，
若者が村中にあふれているという感じだった。道を聞いた時に当地の
人間ではないからわからないという返事が非常に多かったのも，以上
のような事情からであろう。
・現在，村内の人口構成（「本地人」と「外地人」の比率）に大きな変化が生
じており，村社会にも大きな変化が生じていると推測することができ
る。
住居の表示
・玄関の金属プレートに書かれた「石崗村２４１」と
いう住居表示は行政名で，他方，これとは別に
紙に印字されて貼られていた「家組３２号」は
「宅名」であるという（写真２を参照）。
・前回の調査でわかったことだが，この地域はか
つては澄塘橋と呼ばれて介・澄東・澄西の３
つの地域からなっていた。そして，ここはその
中の介である。
食　　事
・文進氏宅で昼食をごちそうになった。
昼食時に，永明氏の息子夫婦が子供を
つれてやってきて，文進，永明・妻，
健・妻・子供と一緒に計７人で食事を
した。野菜炒めの他に，海老・牛すじ・
肉などのやや豪華な料理が並べられた
（写真３を参照）。これを「農家菜」だと言っていた。このように，休日
は家族が集まって一緒に食事をしているのであろう。
写真３．昼食
写真２．「宅名」
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・ジャポニカ種米を大米と呼び，ジャポニカ種米しか食べない。インディ
カ種米（米）は知っているが，食べたことはないという。
日本への関心
・電気製品のいくつかは日本製であるという。日本製品は品質がよいの
で買う。
・福田首相はなぜ辞任したのか，日本の首相はなぜ短期間でやめてしま
うのか，そのことを日本人はどのように考えているのか，日本の住宅
はいくらぐらいするのかなど，矢継ぎ早に質問された。
・自分たちは日本の過去の侵略のことよりも現在の日中の経済協力や友
好関係に関心があるということも何度も繰り返して語っていた。
・家族や親戚などが日中合弁企業や日系企業で働いており，日本人と直
接接する機会があるためか，日本に対する関心は非常に高い。
永明氏の一人息子本人（健）の語るところによれば，２０００年から２００８年
現在まで，ドイツ資本の大衆汽車（フォルクスワーゲン）有限公司で働いてい
る。正式に採用される前の２年間半は，会社の学校で電気技術を勉強した。
現在，工場までは自転車で３０分くらいかけて通勤している。妻はかつて日韓
合弁の企業で働いていたが，今は１０ヶ月の赤ん坊の世話をしているので働い
ていない。なお，この日は，文進氏には全く話を聞くことができなかった。
また，バス停「石崗」で下車して村に行く途中にあった村民委員会の建物に
は「石崗村村民委員会」などの看板が全て無くなっていた。そこで，永明氏
に尋ねてみると，村民委員会は２～３ヶ月前に双単路に引っ越したというの
で，双単路まで行って村民委員会のことを聞いてみたが，「外地人」（「我不是
本地人」という回答）が多く，地元の事情を全く知らず，その場所を確認する
ことができなかった。
なお，バスによる上海・石崗村間の移動時間は５０～５５分である。上海と嘉
定を結ぶ軌道１１号線は現在まさに工事中だった。
　嘉定区
訪問日時：９月９日惜　午前
　華東農村訪問調査報告　　（弁納）
－４１７－
訪 問 地：嘉定区石崗村
聞き取り対象者：文進
聞 き 手：弁納才一
前回の聞き取りを踏まえて，今回は主に人民公社時代の情況について話を
聞こうと思っていた。また，基本的なことでは，旧名の「澄塘橋」からすれば，
澄塘（水路）があり，橋があるはずだが，場所はどこなのかなどについて確認
しようと準備していた。だが，当日は，共通語を話すことができない文進
氏１人だけが在宅だったので，話を聞き取ることが基本的にはできなかった。
個人史
・１９４６年，今の村に引っ越してきた（かつては村民たちが分散して居住し
ていたが，１ヵ所に集合して住むようになったということではないか）。
父親の兄の家族とともに３部屋の家に住んでいた。現在住んでいる家
は１９８１年に造られた。
・昔，「米」（インディカ種米）を食べたことがある。
・互助粗や初級合作社の時期は，個人で農業をやっていた。大米・棉花・
小麦・蔬菜を栽培した。小麦は冬に作ったが，ほとんど販売し，麺類
はあまり食べなかった。蔬菜は白菜・青菜・大根などを栽培した。
・人民公社の名前は「馬六（陸）」人民公社で，食堂（人民食堂）があった。
・「出租房」は，村民委員会の指導の下で２～３年前から始めた。現在，
部屋を借りている人たちは全て江蘇省北部の泗陽出身者である。
・前回，竹籠を買付けに来た２人も江蘇省泗陽からやって来たが，部屋
を借りている人たちと知り合いというわけではない。
なお，部屋を借りている人に話を聞いてみるのもおもしろいかもしれない。

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２．江蘇省農村
　太倉市沙渓鎮泰西村
訪問日時：９月５日昔　午後
訪 問 地：泰西村書記の自宅
聞 き 手：弁納才一
通　　訳：劉晴暄
２００８年７月か８月に数日間，浙江師範大学の王景新教授が人民大学の博士
研究生をつれて調査に再び村に来たという。彼らは沙渓鎮で一番良いホテル
（錦華飯店）に宿泊していたという。詳細については語らなかったが，彼らが
何らかの統計数字に関する情報を入手したことに対して不満を持ち，反感も
感じたと話していた。
なお，当日は，双方とも時間もなかったので，あいさつだけにとどめて聞
き取りはせず，週明けに再来する予定であることを告げて帰った。
　太倉市沙渓鎮　　
訪問日時：９月６日析
訪 問 地：沙渓鎮
　沙渓鎮のバスターミ
ナルの中（切符売り場
の窓口の側）に沙渓鎮
の簡単な歴史を記した
看板が置いてあった
（写真４を参照）。
　沙渓鎮のバスターミ
ナルの前で人力車に
乗って沙渓鎮政府を目
指して移動する途中，
写真４．「沙渓古鎮簡介」
　華東農村訪問調査報告　　（弁納）
－４１９－
人力車夫とのやりとりの中で沙渓鎮の地図があることを知り，新華書店で
探したが，沙渓鎮の地図はなかった。ただし，書店の店員が「報刊亭」（新
聞・雑誌などを売る街角の売店）で売っているという情報を得て，その近く
の「報刊亭」で最後の１枚だという沙渓鎮の地図をようやく購入することが
できた。それを手がかりとして，王景新教授らが宿泊したというホテル（錦
華飯店）を探して訪ねてみた。
　また，古い家並みが多く残っている「明清一条街」（写真５を参照）を見学
し，その通りでたまたま見つけた，その通り沿いに最近建てられた文史館
（写真６を参照）で沙渓鎮の地図と数冊の地方文献・書籍（太倉市街地などの
他の地域では見つけることができなかった）を購入した。また，文史館内の
展示の中には利泰紡績工場に関するものもあった（写真７を参照）。

写真５．「明清一条街」 写真６．文史館の外観
写真７．文史館内の展示
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　太倉市沙渓鎮泰西村
訪問日時：９月８日席　午前
訪 問 地：泰西村書記施雪濤氏自宅
聞き取り対象者：施金生（書記雪濤の父）・奚衛明（副書記）
聞 き 手：弁納才一
通　　訳：劉晴暄
村の書記
　①高雪栄（１９５６～５９年）：死去　　施金生：副書記（１９５６～）
　②曹菊生（１９５９～６５年）
　③施金生（１９６５～７２年）
奚衛明氏の個人史
・１９７２年５月２８日生まれ（２００８年９月現在，３６歳）。父は６２歳。
・解放前は，奚家は裕福だったと聞いている。分家への財産分与（均分相
続）によって裕福ではなくなっていった。家譜はもともとない。
・２代目の書記は張泉元だった（施金生氏の口述と異なる）。
・１９９０年代，２人の中年の日本人が村に来て簡単な聞き取り調査をした。
その日本人の名前は忘れてしまった。
・２００３年～２００８年９月現在，副書記。
　太倉市沙渓鎮泰西村　　
訪問日時：９月８日席　昼
訪 問 地：泰西村
聞き取り対象者：奚仲良（写真８を参照）
聞き取り場所：奚仲良氏の隣家
案内役・通訳：奚衛明
聞 き 手：弁納才一
通　　訳：劉晴暄
　聞き取りは，報告者が日本語で質問した
写真８．奚仲良氏（自宅前にて）
　華東農村訪問調査報告　　（弁納）
－４２１－
のを劉晴暄氏が中国語（共通語）に訳し，それをさらに奚衛明氏が現地の
方言に訳すという方法で行われた。
個人史
・１９２３年５月４日生まれ（８５歳）
・１１歳（１９３４年），３ヶ月だけ私塾で勉強した。その私塾は約２００畝の土地
を所有する金持ちの高来（卿？）の家（旧来の邸宅は現在の書記の
隣にあった）に教師がやって来て２０人ぐらいの生徒も集まっていた。そ
の兄は郷長を務めていた。その後，羊を飼育しながら，農業に従事し
た。当時，栽培したのは，稲，小麦，棉花，油菜，蔬菜などだった。
・日本軍が村に来た頃，「大米」（ジャポニカ種米，晩稲）は虫害であまり
収穫が良くなかったので，収穫時期が早くて収穫が良かった「米」（イ
ンディカ種米，早稲）を植えた。早稲は害虫が大量発生する前に収穫す
ることができた。
・１４～１５歳（１９３７～３８年）頃，「東洋人」（日本軍）が村にやって来た。その
日本兵に頭をなでられたことがあった。当時，日本兵が子供に対して
は特に危害を加えることはなかったので，日本兵に対して怖いとは思
わなかった。また，日本兵が村で略奪・虐殺行為をしたことは見たこ
ともないし，聞いたこともない。
・１５歳から６年間，隣村の黄雪庭氏に竹籠（「」）や竹製の「掌扇」・「抱柱
斗」作りの技術を伝授された。「抱柱斗」は各地の村の廟で使われ，常熟
や崑山の村の廟にまで作りに行ったことがある。現在，村には廟はな
いが，最近，ここから約１㎞離れた蘇家湾では廟が再建されたと聞い
ている。
・１９４５年以降，虫害の心配が全く無くなったので，再びジャポニカ種米
を植えるようになった。ジャポニカ種米の生産量は１畝当たり４００斤で，
インディカ種米より生産量が高く，高価で販売することができた。
日中戦争中の出来事
・日中戦争中は，小作料を地主ではなく，郷長・保長に支払い，それを
郷長は日本軍に納めていた。また，郷長は新四軍にも米を出していた。
金沢大学経済論集　第２９巻第２号　　２００９.３
－４２２－
その新四軍の中に親戚・知人がいたからである。
・沙渓鎮が日本軍の拠点だったのに対して，直塘鎮は新四軍の支配下に
あり，２０～３０人の日本軍が直塘鎮にやってきたが，新四軍はこれを襲
撃したため，日本軍は沙渓鎮へ逃げ帰った。
解放前の農業
・祖父の兄弟３人で１８畝の自作地を所有し，１８畝の小作地があったので，
３家合計の経営地は３６畝だった。そのうち，自家の経営面積は１８畝（自
作地６畝，小作地１２畝）だった。１８畝の小作地の地主は沙渓鎮北弄の陸
家だった。
・「租米」（小作料）は１畝につき精米で６０斤（当時の生産量は３６０斤）で，地
主が小作料台帳を持って人力車や舟で村まで来て現物徴収して「収拠」
（領収書）を出していった。その時に受け取った「収拠」は「四清運動」の
時になくなった。
・精米は，１㎞ぐらい離れた脱穀専業の家（３０畝の農地と２頭の牛を所有
する徐耀林）で木製の「圓磨」（挽き臼）を牛に牽かせて籾殻を取り除い
てもらった後に，「椿米」（米つき）は自家で行った。脱穀の手数料は１００
斤につき１０斤分の貨幣で支払ったが，祖父の代は「銀角」，父の代は「銅
板」，自分の代は紙幣（国民政府が発行した紙幣だが，抗日戦争中は日
本側が発行した紙幣）だった。
・１年間に３００斤の老酒を自家で造り，１日で３斤を飲み，不足分は購入
した。
・米（「大米」＝ジャポニカ種米）は自家消費した以外の余剰米を沙渓鎮や
直塘鎮の「米行」に１石６～７元（「米」は約４元）で売った。
・小麦は全部売るが，一部は小麦粉と交換し，自家で麺類を作った。陽
春麺，「包子」（餡がない白饅頭のこと），「饅頭」（肉・野菜・小豆などの
餡がある包子のこと），ワンタンなどを作って食べた。この地域では，
包子と饅頭が普通とは逆に意味で呼ばれている。
・油菜は食用の菜種油をとるために栽培し，蔬菜も自家消費用に少しだ
け栽培した。
・自家消費用の綿布（土布）を織るためのもの以外の棉花は全て沙渓鎮ま
　華東農村訪問調査報告　　（弁納）
－４２３－
で個人で売りに行った。当時，沙渓鎮には軋花（棉実を除去する綿繰り）
商人がいて，紡績工場もあった。
聞き取り対象は，幹部を務めていたわけでなく，また，高齢にもかかわら
ず，記憶が極めて鮮明である。ただし，共通語を理解することはできるが，
共通語を話すことはできないので，今回案内役を務めたもらった副書記のよ
うな現地の協力者の支援がなければ，聞き取り調査は非常に困難である。
聞き取り場所となった奚仲良氏の隣家（親
戚）では，老婆が焼紙（これまで見たものとは
異なって材料は銀紙・錫箔ではなかった）を
作っていた（写真９を参照）。
村の副書記と昼食をとりながら雑談をす
る中で，日本の次の首相は麻生かと聞かれ，
もしそうなると，日中関係は悪化するのでは
ないかと懸念していた。
　南京市江寧区
訪問日時：９月１６日惜
訪問地：南京市江寧区湯山街道鎖石村・作廠村
南京大学中華民国史研究センター副教授の曹大臣氏を案内役として，まず
南京市江寧区湯山街道委員会の辨公室を訪れた。突然の訪問だったというこ
とで，作廠村居民委員会へ訪問する許可は下りなかった。現在，農村に関し
て政府は「敏感」になっている上に，外国とりわけ日本との関係は「敏感」な面
があるので，日本人が農村に入ることに対しては非常に慎重になっていると
いう。また，南京は軍事的にも重要なところなので，特に慎重なのだという。
ただし，鎖石村の「新村」（モデル村）を参観するようにすすめられたので，訪
問した。
鎖石村を訪問して興味深かったのは，立派な家や様々な公共施設が建ち並
ぶ「新村」とは別に，大きな道路を挟んで反対側に旧来の村があり，その村の
 写真９．焼紙を作る老婆
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入り口の門に「自然村」と書いてあったことである。
作廠村の周辺の農地の多くは，すでに開発区になっており，工場用地に転
用されていた。蔬菜や稲が栽培されていたが，そのほとんどは販売目的では
なく，自家消費用であるという。途中，花卉を栽培している農地も見かけた。
　無錫市浜湖区栄巷
無錫市農村における聞き取り調査は，無錫市政治協商委員会研究室主任の
湯可可氏の全面的な支援と協力の下に行われた。こちらの関心事を予め湯可
可氏と打合せをした上で，方言で話す老人たちから確実に聞き取ってもらっ
た。同席した報告者には聞き取り内容をほとんど理解することができなかっ
た。よって，さしあたり，以下に断片的な内容を記すにとどめ，湯可可氏に
よる整理を待って，後に改めてその内容を日本語に訳して報告することにし
たい。
なお，前回２００８年３月に訪問した栄巷街道弁事処は道路の向かい側に移転
しており，それまでの庁舎ビルは取り壊し作業が始まっていた。
訪問時間：９月１９日昔　１５：３０～１７：００
訪 問 地：無錫市浜湖区栄巷街道小丁巷（栄紀仁氏自宅）
聞き取り対象者：栄紀仁
聞 き 手：湯可可
同 席 者：弁納才一
初老の栄華源氏（中学高級教師・無錫市栄巷古鎮歴史文化研究会秘書長）が
大通りまでバイクで向かいに来てくれていた。そのバイクの誘導に従って小
丁巷の栄紀仁氏の自宅まで向かった。到着してみると，そこは前回３月に訪
問した場所だった。そして，栄紀仁氏の自宅の奥の部屋には栄紀仁（１９３５年６
月１４日生まれ，７４歳）・黄三度（１９２８年８月２日生まれ，８１歳）・丁炳生（１９２８
年８月２１日生まれ，８１歳）をはじめ，すでに数人の老人が集まっていた。
栄紀仁氏は，聞き取りに備えてメモ書き数枚を用意していた。昔の暮らし
から最近の様子まで説明したいと切り出してきた。また，２００４年２月に自ら
　華東農村訪問調査報告　　（弁納）
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が７０歳になったのを記念して自ら作成した，祖父の代からの『栄氏家譜』を見
せてくれた。
１９４０年，小丁巷には２３戸７４人おり，そのうち１８人が上海に働きに行ってい
た。雇農は，男が８人，女が２６人だった。自分の父親も上海に働きに行って
いたので，母親が農業・養蚕業をやっていた。１９４０年代は，各家の農地が少
なく（平均２～３畝程度だった），食糧生産量も少なく，十分には食べられな
かった。
　無錫市浜湖区栄巷
訪問時間９月２０日析　８：００～９：３０
訪 問 地：無錫市浜湖区栄巷街道小丁巷
　　　　　（栄紀仁氏自宅）　
聞き取り対象者：栄紀仁（写真10を参照）
聞 き 手：湯可可
同 席 者：弁納才一
栄紀仁氏宅に到着し，話を始めると，暫くしてから黄三度氏と丁炳生氏も
やって来た。
・３２畝の農地を経営し，夏は水稲が２５畝で，蔬菜のうちニラが０５畝で
最も多く，冬は小麦が１７畝で，空豆を多く植えた。小麦は自家で製粉
して食べた。穀物や蔬菜は全て自家消費に当てられ，販売することは
なかった。
・肥料をとるために豚を飼った。また，０４畝の土地に桑を植え，春繭は
１５枚，秋繭は０５枚（秋は桑が少なかったため）生産したが，それは米１
石（１５０斤）の価値に相当した。商人が「蚕站」を設けて繭を買い集めてい
た。
・地主の栄文鼎は栄巷鎮に住んでいた。小作料は１畝につき米１石（１５０
斤）だった。
写真10．丁炳生・黄三度・栄紀仁（左から）
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　無錫市浜湖区胡鎮
訪問時間：９月２２日席　１０：００～１１：００，１３：００～１４：００
訪 問 地：無錫市胡鎮闔閭村村民委員会（馬鞍村を吸収合併。写真11
を参照）
聞き取り対象者：
　呉文勉（７９歳，１９２９年２月２１日生まれ），
　王望栄（８６歳，１９２２年４月１８日生まれ），
　楊興初（８４歳，１９２３年１０月１２日生まれ），
　王岳清（７９歳，１９２８年１１月２１日生まれ）
　（写真12・写真13を参照）
聞 き 手：湯可可
同 席 者：弁納才一
　王望栄氏は，１９６２～６４年に馬鞍大隊長
を務めた後，１９６４～６７年に馬鞍村書記を
務めた。その後，馬鞍村は隣村と合併し，
闔閭村となった。村の合併の経過につい
ては，呉文勉・武力『馬鞍村的百年淪桑』
（２００５年，中国経済出版社）を参照された
い。
　呉文勉氏は，自らが作成したと思われ
る「馬鞍村各生産隊現有水稲田面積及経
済作物面積」などの資料を持参して説明
をしてくれた。それによると，１９７１年に
は水田面積が２１６９畝・経済作物（商品作
物）の栽培面積が３６５畝だったが，２００８年
には水田面積が１４９８畝減少して６７１６畝
となり，経済作物栽培面積が６５畝減少して２９８８７畝となったという。水田
面積の減少が著しいのがわかる。なお，経済作物とは桃，葡萄，梨，梅，
茶葉などである。
写真11．闔閭村村民委員会
写真12．（左から）王望栄･楊興初･王岳清
写真13．湯可可（左）・呉文勉（右）
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個人史
・１９４７～５４年，無錫の製糸工場で働いていた。詳細は，呉文勉『風雨人
生』（２００３年，中国文史出版社）によって知ることができる。
解放前の状況
・夏は稲（ジャポニカ種），冬は小麦を植えた。米は自家消費した残りを
販売し，小麦は大部分を販売した。麺類はあまり食べず，専ら米を食
べたが，貧しい家では「米」（インディカ種）を食べていた。稲・小麦
の他に，山芋・ソラ豆・ウマゴヤシもよく植えた。ウマゴヤシは肥料
である。
・かつて商品作物は桑が主要で，養蚕を行い，繭行が繭を買い付けに来
た。抗日戦争中は，自ら糸を繰り（土糸），さらに絹布を織った。現在
は，桑の栽培も養蚕もやらなくなった。
・もち米を原料にして黄酒（当地では大酒と称した）を作った。それをさ
らに蒸留させたのが焼酒（白酒）である。
聞き取りを終えた後，呉文勉氏の招きで自宅を訪れ（写真14を参照），呉文
勉『風雨人生』（２００３年，中国文史出版社）をいただいた。そして，息子が経営
しているという靴下工場（無錫琳達織襪有限公司）を案内してくれた。
なお，同行・案内していただいた湯可可氏によれば，呉文勉氏の自宅（とり
わけ竃）は典型的な農家のたたずまいだという。

写真14．呉文勉氏の自宅
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おわりに
今回の農村聞き取り調査で特に興味深かったのは，太倉市沙渓鎮泰西村に
おいて１９４９年以前の農家経営の状況について具体的な話を聞くことができた
ことだった。それによって，大都市から遠く離れた農村においても商品経済
がいかに深く浸透していたのか，そして，様々な農産物や手工業品などがい
かにして商品として販売されていったのかを具体的にイメージすることがで
きた。
なお，現在，中国の華中農村は，大都市近郊の急速に都市化（脱農化・工業
化）した農村と基本的に旧来の「自然村」が残っている農村とに大別すること
ができるが，後者のような大都市から遠く離れた農村でも，脱農化・工業化
は進行しつつある。
近年，特に農村の都市化を促進している直接的な主因は，経済開発区など
の設定による農地の激減・消滅である。農民の大部分は，農村の近くに設立
された開発区の工場あるいは付近の大都市で働くようになっている。
注
　聞き取り内容などについては，拙稿「華東農村訪問調査報告－２００８年３月，江蘇
省・上海市の農村」（『金沢大学経済論集』第２９巻第１号，２００８年１２月）にまとめた。
　曹大臣氏は，安徽省宿州の出身で，天津の南開大学大学院を修了後，１９９７年から
南京大学に勤務したという。
　いわゆる門前払いという対応ではなかったように感じた。ただし，対応に苦慮し
ている様子だった。なお，韓国の学者が訪問に来たことがあると言っていたが，
その詳細は不明である。
